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教育活動に関するアンケート結果について（報告） 

 

  向春の候、皆々様にはお健やかにお過ごしのこととお喜び申し上げます。日頃は本校の教育活動

にご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

 さて、過日は、「保護者アンケート」にご協力をいただきありがとうございました。４年生以上

の児童や教職員にも同様のアンケートを行い、その集計結果を下記のようにまとめましたのでご報

告させていただきます。 
 

記 

 

１ 「おおむね満足できる」と考えられる項目 

（１）助け合う子 

 質  問  保護者  児  童  教職員  

３  

子どもたちは、仲間と

協力しながら、学級活

動、委員会活動、学校

行事などを通して、主体

的に絆づくり、よりよい学

校づくりに取り組んでい

ると思う。 

   

「助け合う子（設問３）」について、保護者・児童・教職員いずれも９割以上が評価（「あては

まる」または「おおむねあてはまる」と回答）しており、子どもたちは仲間と協力しながら、学校

生活を送っていることが言えそうです。この要因には、異学年交流や児童会が中心となって計画・

実施した「ふれあい活動」が考えられます。 

掃除の時間では、高学年と低学年の子が一緒に掃除をする「ふれあい掃除」を継続して行ってい

ます。掃除中は、高学年が低学年の子に掃除の仕方や清掃道具の使い方などを優しく教えながら掃

除に取り組む姿が見られます。また、本年度は児童会や各種委員会が企画や運営を行うキャンペー

ン活動に力を入れ、子どもたちの手による絆づくり、よりよい学校づくりの実現に成果が得られた

と考えられます。 

今後も、学級活動、児童会・委員会活動等を充実させ、子どもたちが様々な場面で助け合いなが

ら、よりよい学校づくりができるように、家庭と連携を図りながら支援していきます。 

 

（２）命を大切にする子 

 質  問  保護者  児  童  教職員  

５  

子どもたちは、健康や

交通安全、防犯・防災に

関する指導等を通して、

健康や安全に対する意

識を高め、命を大切にし

ようとする態度が育って

いると思う。 

   

「命を大切にする子（設問５）」について、保護者・児童・教職員いずれも９割以上が評価して

おり、子どもたちは命を大切にしようとする態度が育っていると言えそうです。 

この要因には、交通安全指導、自他を守る防災教育や保健指導の充実が考えられます。 

防災教育については、年間３回の避難訓練を計画しており、授業中の地震・火災発生、さらに子

どもたちに日時の詳細を予告せずに行う訓練を実施しています。本年度は、運動場に避難できない
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状況を想定し、体育館に避難する訓練を行いました。教職員に対しても、一部の教職員のみが知っ

ている中で、不明者の捜索訓練を実施しました。実際に近い状況も想定しながら、学校全体で防災

意識と実践力の向上を図っています。 

保健指導については、児童学校保健委員会でスクールカウンセラーが講師を務め、「心の健康

（SOSの出し方）」について学びました。子どもたちは、イライラした時や悲しい時などの対処法

を知り、実践意欲を高めることができました。また、元気アップカードでの健康的な生活習慣の振

り返りを行い、自分自身の生活と心の健康に目を向け、健康意識を高めることができました。 

今後も、様々な学校生活を通して、子どもたちに健康や安全に対する意識をもたせ、命を大切に

しようとする態度を育てていきます。 

 

２ 「今後さらなる充実が必要である」と考えられる項目 

（１）よく考える子 

 質  問  保護者  児  童  教職員  

１  

子どもたちは、課題を

解決するために、ICT機

器を活用したり、学んだ

ことを振り返ったりしなが

ら主体的に学習に取り組

んでいると思う。 

   

「よく考える子（設問１）」について、保護者は約７割、児童は約８割、教職員は約９割が評価

していますが、子どもたちが主体的により深く学ぶことができるような授業づくりに努めたいと考

えています。 

本校では、研究主題を「主体的に学習に取り組み、多様な人々と協働する児童の育成」と設定し、

タブレット PC 等の ICT 機器を積極的に取り入れた授業づくりを継続して行うとともに、本年度

は、学習単元を通して毎時間の学びを蓄積し、学びの軌跡をいつでも振り返ることができる「振り

返りシート」を工夫しました。これにより、子どもたちが主体的に学習に取り組めるように努めて

います。 

今後も、タブレット PCを子どもたち自身が自在に活用し、仲間と協働しながら主体的な学びを

実現できるよう、子どもたちにとって分かる・楽しい授業づくりに努めていきます。 

 

（２）家庭・地域との連携・協働 

 質  問  保護者  教職員  

９  

 学校・家庭・地域で情

報や課題を共有し、共通

の目標のもと、子どもた

ちの学びや成長を支え

る体験活動や教育活動

に協働して取り組んでい

る。 

  

「家庭・地域との連携・協働（設問９）」について、保護者・教職員ともに約８割が評価してい

ますが、学校が家庭・地域とともに、子どもたちを育てていく体制づくりや環境づくりに向けて、

さらに力を入れていきたいと考えています。 

本年度は、保護者や地域の皆様に、学校サポーターの登録をお願いし、授業支援、引率補助、環

境整備等を行っていただきました。今後も、計画的、継続的なサポーター活動や地域での施設見学

等の校外学習を通して、保護者や地域の皆様とさらに力を合わせた開かれた学校づくりに努めてい

きます。 

 

３ その他 

 その他のアンケート結果は、本校のホームページでご覧いただけます。今回のアンケート結果

を参考にしながら、今後もご家庭・地域の皆様とともに教育活動の充実・改善に努めてまいりま

す。ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。（http://www.inazawa-aic.ed.jp/ekoss/） 
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